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開始の合図があるまで，以下の注意事項を読んで待機してください。 
 

 

― 注 意 事 項 ― 

 

１．検査の時間は，45分間です。 

２．この冊子は，監督者の指示があるまで開かないでください。 

３．検査開始の合図のあと，冊子の所定欄に受験番号と氏名を必ず記入してください。 

４．この冊子の総ページ数は3ページです。 

５．検査開始の合図のあと，ページ数を確認し，落丁や乱丁があった場合は手を挙げて監督者に知ら

せてください。 

６．解答は，必ず冊子の所定欄に記入し，下書きをする場合は冊子の余白を使用してください。 

７．冊子は，原則として交換しませんので，傷めないように注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

受
験
番
号 

 

氏 
 

名 

 

常 磐 大 学 

総合政策学部 総合政策学科 



2 

余 白 
 

  



3 

以下の文章を読んだうえで，自分の考えを 600 字以内で述べなさい。 

 

■生息域分ける対策、地道に 山内貴義さん（動物生態学者） 

今年の秋は、クマの主食の一つであるブナの実が大凶作でした。昔からブナが不作になると、有害捕

獲で駆除されるクマの頭数が多くなる傾向はありました。 

ですが、最近多発している人里での人身被害はブナの実の不作だけでは説明できません。クマの行動

が変容してきたと考察します。 

岩手県では、かつて人が暮らす場所とクマの生息域がはっきり分かれていました。しかし、近年の調

査では県のほぼ全域に生息していると分かりました。人口が減り、中山間地域で耕作放棄地が増えたこ

とで、野生動物の生息域が拡大しているのです。 

クマは、岩手県だと例年１２月中には冬眠に入ります。しかし人里の柿や栗などの人為的なエサを食

べると冬眠が短くなるという指摘もあり、場所によっては冬眠が遅れる可能性があります。人里に依存

したクマが増え、人を恐れなくなっています。見かけたら行政に連絡してすぐ対応してもらうなど、警

戒意識を高めてほしいです。 

地道な対策で、未然に被害を防げる場合も多くあります。盛岡市の猪去（いさり）地区では、自治会

や岩手大、猟友会、市などが共同で、電気柵の設置や人里周辺の草刈りなどの対策を続けています。そ

の結果、２００６年には市内で捕殺されたクマ２６頭のうち半数を同地区が占めましたが、今はほぼゼ

ロになりました。 

ただし、クマは一度人里の味を覚えると、山奥に追い払っても繰り返し来てしまう。そういった個体

は適切に排除しないと、人身被害は減らないでしょう。 

今は捕殺ばかりが注目されていますが、長期的には「三本柱」で対策を進めることが重要です。 

まず生息数の把握です。その地域の生息状況に合う適切なモニタリング調査をして、個体数を正確に

把握し、適切に管理することが重要です。二つ目は、畑の周囲に電気柵を張り巡らせたり、山との境界

の草刈りをしたりして、クマと人間の間に緩衝帯を作ること。三つ目は、クマが安心して暮らせるよう

に、落葉広葉樹を含めた森林を適切に管理することです。この三つを同時に進めることが、クマとの共

生に不可欠です。 

本州に生息するツキノワグマは、世界的には絶滅危惧種です。クマは木の実を食べて排泄（はいせつ）

することで、その種を遠くまで運び、森を育む。人間に危害さえ与えなければ、何頭でも生息していい

生き物なのです。（聞き手・伊藤恵里奈） 

 

（出典：やまうちきよし「（耕論）人間とクマの共生 近藤麻実さん、石名坂豪さん、山内貴義さん」 

『朝日新聞』東京朝刊 2023 年 12 月 22 日 ※一部抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


